





























































































































































































































































も近いゲノムを持つチンパンジーは A型と O型があり、B型と AB型はない。
オランウータンとテナガザルは A、B、AB型はあるが、O型はない。ゴリラ






























































A 7 14 4 8 3 6 9 6 12 10 6 8 4 8 29.3
B 4 7 3 13 5 6 10 2 7 9 2 4 7 8 24.3
O 8 13 0 12 7 8 5 7 14 6 3 2 3 9 27.1



















　その他： 多分Bではないことは確か。ような気がする。A or AB、几帳面だが、
細かく変わったことまで統計する。Aと思うが Bでも Oでもい
い気がする。
　公表後
・血液型 B型だと思っていたので、AB型と分かりびっくりした。
・見事に外れた。ABとは思わなかったので驚いた。
・AB型とはびっくり。自分の父も AB型、少しでも似ていると思うと面
白い。
・AB型、正直驚いた。まず AB型ではないと思っていた。自分型のイメー
ジとは違っていた。
　推察理由は、いずれも筆者の一面を的確にとらえている。これが曲者であ
り、「自己成就現象」
⑽
に陥りやすい。そして、たまたま型が合った学生は
そのことで ABO式血液型と性格の関係をより強く信じ、外れた学生は悔し
がることはあっても素直に両者の関係のなさをなかなか認めない。一方、懐
疑的であったり自分の血液型性格判断を快く思っていない学生（なぜか B
型と AB型が多い）は、関係なさを好意的に受け止めている。
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5　まとめ
　ABO式血液型を手がかりに性格を判断することが、いかに困難であり無
意味であるか、これまで見て頂ければ明らかである。しかし、肯定派の人が
ここまでの内容をにわかに承服しないことも容易に想像できる。
　肯定派の人からは以下の点について明確な回答を得たい。まづ第一に、
ABOの型の違いを決めるのは、赤血球表面に付く糖鎖の構造（構成物質）
の違いでしかない（第1図）。この構造のわずかな違いがどう性格の違いを決
めているか証明してほしい。また、仮にこの糖の構造そのものは性格の決定
に関がわりないのなら、その代わりに ABO型を決める遺伝情報と一体化し
た未知の DNAがなければならない
⑾
。第9染色体長腕下端寄り（第3図）に、
性格を決定する情報があることを証明してほしい。
　ところで、なぜ多くの日本人がこれ程までに血液型と性格の関係をかたく
なに信じ込んでいるか、大村が指摘しているように責任の一端はマスコミ
にある
⑿
。その一つは、思い出したように繰り返し血液型と性格の関係を特
集する各種の雑誌であり、今一つはテレビやラジオに出演するパーソナリ
ティーやタレントが何かといえばすぐ血液型と性格を結びつけて発言するこ
とにある。特にバラエティーの中でことさら ABO式血液型と性格の関係を
強調する番組は罪深い。さも公平に取材したかのように見せながら、どれだ
け恣意的な編集作業が行われているか、分かったものではない。
　では、なぜ社会心理学の研究分野で明確に否定され、印刷物として公表さ
れているにも関わらず、肯定派の発言ばかりが目立つのか。
　例え ABO式血液型と性格が無関係なことが事実であっても、それを強調
することで雑誌の売り上げが伸びなかったり番組の視聴率が稼げなくては、
彼らにとって意味がない。もしかしたら、これほど積極的な理由ではなく、
ただ単に勉強不足なだけの可能性も高い。いずれにしろ、能見の有象無象の
末裔たちが虚偽の拡大再生産を担っていることは間違いない。
　話は変わるが、筆者が勉強している日本考古学では、2000年秋に前期旧石
器遺跡捏造事件が発覚し、未だ癒えることのない深手を負った。それまで、
彼の業績に異議を唱える人があったにも関わらず、彼を「神の手」の持ち主
として散々持て囃したのはマスコミである。今、ABO式血液型と性格の関
係を肯定する立場で雑誌や番組を作っている人は、自分が同じ過ちを犯して
いることに気づいてほしい。
　しかし、ABO式血液型と性格の関係を全面的に抹殺するのも考えもので
ある。例えば、人間関係がこじれた時、本当の理由は価値観の相違や経済力
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人類学よりみたる血液型と性格■
の欠如や人間的魅力のなさが原因だったにも関わらず、自分の意思では変え
ることのできない「天与の血液型」による相性の悪さを持ち出すことで、自
分の責任を転嫁することができる。生活の潤滑油としての意味ぐらいは、認
めてもいいのかもしれない。
おわりに
　本稿を書き起こす前は、世の中の趨勢や学生の反応から見て、ABO式血
液型と性格を結びつける見方が圧倒的大多数かと思っていた。それでも念の
ために書店で「血液型と性格判断」を手がかりに検索をかけたところ、たま
たま目に留まったのが大村氏の著書であった。幸いその書店に在庫があった
ので、正直あまり期待しないで書棚から探して中身を一読したところ、全く
思いもよらない内容であった。そこには、血液型と性格判断に関する研究史
が事細かに記され、社会心理学の立場で血液型と性格判断の関係が明確に否
定されていた。自らの視野の狭さを思い知らされるとともに、こうした否定
派の存在に意を強くし、本稿をまとめることができた。
　世の中、マスコミへの露出度合いの大きさが、さも権威であり、優秀であ
り、絶対正しいかのごとく信じ込まれ、疑うことを知らない善良なる人々を
惑わしている例が多すぎる。ABO血液型と性格判断に関する話題もその典
型である。この拙文が、こうした風潮に少しでも歯止めがかけられたらと切
望してやまない。
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